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脳は重量に比べて数倍もの血流を要する組
織である。血流が急に途絶えるのが通常の脳
梗塞であるが、脳梗塞にならない程度の血流
低下（低灌流）は認知症の原因になったり、
血行再建後の過灌流をきたすことがわかって
いるが、その原因となる脳組織の変化につい
ては、まだ十分な知見がない。

また、これまで動物実験での慢性脳低灌流
は両側性のモデルがほとんどで正常脳と対比
した評価が必ずしも容易でなかった。

そこで、我々は、マウスにおいて内頚動脈
にナイロン糸を挿入することにより、後大脳
(PCA)および中大脳(MCA)動脈領域の慢性低
灌流を呈するモデルを開発した。右図のよう
に、PCA領域で対側の80%、MCA領域で
90%程度の慢性低灌流が得られており、
neurovascular unitの変化を検討している。

医療

慢性低灌流でneurovascular unitにおける
ペリサイト、血管内皮、マイクログリアな
どの変化があると予想される。

左記の変化をうける組織の保護治療を開発
することで、認知症や血行再建後の過灌流
を予防、治療できる可能性がある。


